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会社概要 
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・バイオ炭製造機の製造・販売 

・農業従事者へのバイオ炭を使用した営農
指導コンサルタント 

・バイオ炭施用に伴うカーボンクレジット
の販売  

・もみ殻固形燃料製造装置の製造・販売 

社名

  
株式会社トロムソ（Tromso Co., ltd.） 

 住所 
〒722-2102 広島県尾道市因島重井町1182 

 

1994年10月19日 

資本金5,498万円(資本準備金2,499万円含む) 

 

代表取締役社長 上杉正章 

設立 

資本金 

代表役員 

事業内容 





エネルギー 

サステナブル 

農業 

クレジット 

収益構造の問題 
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エネルギー問題 

環境負荷と持続性欠如 

課題 
社会課題・環境課題は 

国境を越えて 
共通化している 

1 

3 

2 
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収量・収入の不安定さ 

● 気候変動や様々な要因により、収穫量が年ごとに変動
してしまう 

● 原料の高騰が起きても、生産物の価額の調整が難しい 

●農業残渣がただのゴミになってしまっている 

●エネルギーを生み出す材料が高騰しており、
様々な工夫を用いて省エネ化は進んではいるも
のの根本の解決ができていない 

● 農家は農作物を作って売るという構造のため、様々な外
的要因に弱い 

● 仕入れ値を下げたい使用者と適正価格で販売をしたい生
産者のジレンマにより利益がほとんど還元されない構造 

●焼畑や化学肥料依存による土壌劣化・温室効果
ガス排出 

●自然資源を削る一方で、未来の選択肢が減って
いく 
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課題の解決策 

Company Overview
Tromso Co., Ltd.
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課題への 
アプローチ 

バイオ炭による収量改善とコスト削減 
収量の増加や肥料コストの抑制により、不安定な農業を
安定化し、収益性を向上 

課題 

解決策 
1 

3 

カーボンクレジットの創出・販売支援 
カーボンクレジットの創出と販売の仕組みを整備し、 
農家の年収・待遇改善につながる収益の柱を新たに創出 

キャッシュフローの改善と新たなビジネス 
収益構造を正しく理解し、残渣を用いた新規ビジネスの
を始めることで根本の課題を解決 

コークスや薪炭の代替～モミガライト～ 

二酸化炭素を抑制しつつ、既存燃料と同等のエネルギ
ー効率を持つ素材 

2 

4 
“使い続ける”から循環可能な社会へ 

土壌劣化・温室効果ガスの分析 
サステナブルな社会を作っていくための一つの取り組
みとして、持続可能な農地・カーボンニュートラルを
おこなっていく 

営農支援や栽培ノウハウの技術移転 
海外・日本国内での営農指導・技術研修を通じ、現地
に適応した知識や技術を根付かせる 

農業廃棄物を燃料代替 
グラインドミルの活用により、カーボンニュートラル
な燃料活用を促進し、環境問題を解決 
 



事業概要 
Business overview
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Overview 

特徴 

グラインドミル

TRM-120Fグラインドミル

TRM-120F

Point Point 



Point Point 
Overview 

連続式バイオ炭製造装置

TCE-C002
レンガ式バイオ炭製造装置

TCE-B001



独自開発の連続式バイオ炭製造機

過去3年間のバイオ炭施用実証データに基づき、最適なバイオ炭を製造する
ための「連続式バイオ炭製造機」を独自開発。炭化温度や炭化時間を細かく
調整できるため、用途に応じた高品質なバイオ炭を効率的に生産。

特許戦略

既に特許を取得しているバッチ式炭化炉の特許技術を応用し、新開発の連続
式製造機については来年初頭に特許申請を行う予定。これにより技術的な模
倣を困難にし、市場における競争優位性を確保。

EBC認証取得への取り組み

欧州のEBC（European Biochar Certificate）認証の取得を目指しており、
来年初頭に申請を行う予定。EBC認証取得企業となり、当社のバイオ炭製造
技術と製品の品質が国際的な基準を満たしていることを証明。



分類が「自家製造品等その他のバイオ炭」の場合で、適用条件２の➀➁➂の何れかの確認をバイ 
オ炭の製造ロット毎に行い、その証跡を提出する場合は、炭素残存率として 0.80（製炭温度 
450℃ 超又は精煉度 0～7 度の場合）又は 0.89（製炭温度 600℃超又は精煉度 0～6 度の場合）を
使用することもできる。 

AG-004 Ver.2.4 バイオ炭の農地施用より引用 

「自家製造品等その他のバイオ炭」に分類さ
れるバイオ炭の炭素残存率は65%と設定され
る。適切な温度モニタリングを施すことによ
り、炭素残存率を80%もしくは89％と設定す
ることが可能。CO₂排出削減最大値を約1.23倍
もしくは約1.36倍に設定が可能であり、事業の
採算性を向上。 

Point Point 

例) 
- 籾殻バイオ炭/炭素残存率65%適用 
STpj (プロジェクト実施後のCO2貯留量) 
= 1tC× 49% × 65% × 44 / 12 
= 約1.17 tCO2 
 
- 籾殻バイオ炭/炭素残存率89%適用 
STpj (プロジェクト実施後のCO2貯留量) 
= 1tC× 49% × 89% × 44 / 12 
= 約1.59 tCO2 



同センターは3区画からなる。(右図参照) 
 
バイオ炭研究区画 
- 元素分析や温室効果ガス分析を含むバイオ炭の品質や施用効果を

確認することを目的とした分析業務 
- 国内外より研修生を受入(2026/1 UNIDOウクライナ復興関連事業

の一環として、ウクライナ人研修生を受入予定。その他、JICEや
個人希望によるインターンシップ希望者等の研修を受入 ) 

 
バイオ炭開発区画 
- 装置開発や試験運転 等 
- 様々な条件に基づく運転試験  
 
栽培試験区画 
- バイオ炭開発区画で試作したバイオ 
  炭を用いた栽培試験 



バイオ炭製造機の 
開発・製造 

 農業廃棄物を燃料化する 
もみ殻固形燃料で森林伐採などの 

環境負荷を低減 

もみ殻固形燃料製造 
装置の製造・販売 

みどりを守る事業 みどりを育む事業

営農指導 
（バイオ炭の活用方法） 

みどりを守り、みどりを育てていく。 
循環させていくことで課題を解決させていく。 

カーボンクレジット創出 
管理・申請・販売 

経済と環境が両立する 

循環 
モデル



対応可能分野が分かれている 
ぶつ切り構造 

トロムソの場合 トロムソの場合 従来 

装置製造 営農指導 カーボンクレジ
ットの申請 

企業Ａ 企業Ｂ 企業Ｃ 

製造～分析～流通までを 
ワンストップで提供 

装置製造 営農指導 各種分析 



カーボンクレジット創出を最大化させるためのワンストップ体制を構築 
農業に関するコンサル～分析までを完全サポート 
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各種分析 営農支援 



カーボンクレジットの必要な企業様と連携 農家様との協業によりカーボンクレジットを生成 

トロムソ 

農家の 
皆様 

カーボン 
クレジットの販売 

営農指導・バイオ炭に 
よりCO2削減量を増加 

削減量を元にクレジット化 

収益を還元 

環境規制対応（コンプライアンス） 
企業イメージ・ESG評価の向上、国際的な取引機会の拡大 

地域農業の収益安定化／ 
脱炭素型農業への転換支援 

認証 
流通 

価値化 

1 

2 
3 

4 
販売だけではなく、クレジッ
ト利用法及び企業価値向上の
訴求を行う。 

企業から農家へ直接出資の支援可能性も 

企業 



実績（海外・国内） 

Achievements



バイオ炭施用による栽培試験 
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1.ベトナム 

2.ウクライナ 

3 

2 

6 

5 

4 

1 グラインドミル導入実績 

3.  ガーナ 

4.  マダガスカル 

5.  タンザニア 

6.  ナイジェリア 

7.  セネガル



Company Overview
TROMSO CO., LTD.

2013 

2019 

2020 

2020 

2021 

2022 

2024 

2025 

2025 



1 

2 

3 



未来 


